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理
財
學
會
舂
期
大
會
記
事，

.

開
會
の
辭
に
次
で
會
長
氣
賀
勘
重
氏
登
壇
し
"
理
財
學
會
の
歷
史
ど
今
囘
行
は
れ
：た
る
同
會
規
約
改
正
の
次
第
を 

述
べ
、
本
來
の
性
質
上
學
生
を
中
心
ど
す
る
會
な
る
事
を
說
き
"
今
後
に
於
け
る
學
生
の
.熟
心
ビ
協
カ
を
希
盟
さ
る
。

次
に
講
演
に
夥
り
、
增
井
幸
雄
敎
授
は「

本
邦
商
船
隊
の
改
善
に
就
い
て」

な
る
題
下
に
> 

現
在
に
於
け
る
本
邦
の 

商
船
が
徒
ら
に
噸
數
の
み
多
く
し
て
優
秀
船
舶
に
乏
し
き
事
實
を
擧
げ
，
本
邦
の
海
運
界
が
今
日
の
世
界
に
活
躍
.し 

つ

、

あ

る

は

、
，
，
主

V」

し

て

圃

定

費

(

船
價
海
員
の
勞
銀
等

)

の
少
き
爲
で
あ
る
が
，
此
の
强
味
は
次
第
に
失
は
れ
つ 

、
あ
るV」

論
じ
"

改
善
策
の
主
た
る
も
の
はC

1
)

政
府
のi

層
の
努
力
を
必
要
ヒ
す
る
事
"c

ニ)

船
主
を
し
て
海
運 

業
の
國
象
的
使
命
に
*

醒
.せ
し
む
る
事
"(

三)

船
舶
に
對
す
る
金
融
の
途
を
開
く
事
"

等
を
擧
げ
、
之
を
怠
る
な
6
 

ば
將
來
日
本
は
有
り
餘
る
古
船
の
處
置
に
窮
す
る
に
M

る
で
あ
ら
ぅ
ど
#

^
さ
る
。

M

邦
造
氏
はC

我
國
財
界
の
現
在
及
び
將
來」
な
る
題
下
に
.、
我
國
の
經
濟
界
は
現
に
如
何
な
る
方
向
に
如
何
な
る 

形
式
を
採
つ
て
進
み
つ
、
あ
る
か
の
問
題
を
提
出
し
、(

一
〕

吾
國
は
明
治
維
新
を
轉
換
期
ビ
し
て
都
市
經
濟
ょ
&

H
 

民
經
濟
に
移
つ
た
♦か
、
昭
和
の
今
日
は
漸
次
世
界
經
濟
の
方
向
に
進
み
つ
>■
t

,
 

(

ニ 
>
吾
國
の
經
濟
狀
態
は
今
の 

複
雜
な
る
形
式
ょ
り
堪
純
統
ー
的
な
る
形
式
に
移
ら
ん
^

し
つ
、
め
る
。
之
は
實
際
に
於
て
極
龙
て
困
難
で
あ
る
。
 

之
を
促
進
す
る
手
段
:̂

し
：て
は
組
合
制
度
の
聯
結
統
‘1

、
.
財
#

の
整
娌
改
善
、
及
び
大
同
圓
結
が
あ
る
€

述
べ
ら
れ

2 

o 

• 

* 

, 

* 

* 

. 

V,' 

.

次
.で
前
田
多
門
氏
は「

雪

立

：法
に
1«
ず
.る
摩
&

的
關
係」

に
就
き
、
ジ
ュ
ネ
パ
會
議
に
於
け
：る
體
驗
に
即
し
て
左
の 

如
ぐ
語
&
,る
ぅ
4

日
の
ジ
|

>

:の
勞
働
會
議
は
第」

囘
華
府
會
_

ほ
ざ
の
活
氣
’が
無
い
於
、
之
は
ニ
讀
#
制
度
の
採 

用V
、；

其
後
の
ft
界
，の
'反
動
：的
氣
分
ビ
の
爲
で
あ
る
。.
併

し

其

の

，
將

來

は

必

ず

;1
.
も
悲
觀
ず
''
べ.き
.名
0

で
は
無
く
、，

a

Ii!
1I
t
；•

寧
ろ
之
に
依
つ
て
穏
健
. ^

る
發
遂
を
遂
ぐ
る
で
あ
、ら

ぅ
.0

日
本
は.

勞
働
條
約
に.

批

准

せ

ぬ/ 2

め
頗
，る
不
利
な
る
立
場 

.

に

あ

る

が"

實

質

ょ
0

眺
む
れ
ば
本
邦
の
勞
働
者
保
廳
0

施
設
は
.

餘
{

遜
色
は
無
い
0

ど
も
め
れ
徒
ら
に
表
而
0 ;
汾 

餅
に
耽
ろ
を
休
め
て
、
名
實
共
に

-[
1

1

:

界
の
大
國
ビ
な
ら
ね
ば
な
ら
，ぬ
。
之
は
若
き
人
々
の
使
命
で
あ
る
、
云
々
。

最
後
に
河
合
榮
治
郞
圾
は「

社
會
學
徒
^

し
て
の
主
耍
問
題」

な
る
題
下
に
、
先
づ
ぺ
ン
サ
ム
及
び
マ
ル
ク
ス
の
挞 

想
德
成
を
解
剖
し
て
兩
者
の
興
向
.を
明
か
に
し
、
次
で
ぺ
ン
ナ
ム
主
義
が
ジH

丨
，.
ラ
ス
，
ミ
ル
、及
び
ノ
ィ
！

. 

5

;
 

タ
リ
ー
シ
' 
に
依
つ
て
如
何
に
脈
釋
さ
れ
た
か
を
述
ベ
、
ベ
ン
サ
ム
主
義
の
木
'，純
，
.
な
'
.る
は
.

上

'部

構

成
ミ
し
.

て

社

會

主

義

.日

社

俞

改

造

の
«

運

が

靑

年

の

間

に
_
ゲ

ら

、

あ

」

る

事

は

良

き

傾

向

で

あ

_る
於
、
其
の
主
象
^
し
て
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
，
 

を
棵
る
は
矛
盾
で
あ
る
。
這
般
の
苠
き
傾
向
を
_
持
し
っ
^

、
其
の
下
層
に
良
き
ィ
デ
ォ
口
ギ
ー
を
與
へ
るW

が
， 

今
日
に
於
け
る
社
會
學
徒
の
任
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
艺
論
斷
し
て
當
日
の
講
演
を
怒
、b
る
。
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